
　　　　　　　
１　目標　
幼稚園児との交流を通して、安全のための行動について理解を深め、他者の安全にも配慮しようとする意欲を高める。
　　　　　（東京都教育委員会　安全教育プログラムⅠ―１―①②③・Ⅰ―２―②③④・Ⅰ―４－①②）
　　
２　題材について
　５年生の児童は、高学年になり委員会や運動会、学芸会など行事での係活動など、学校のリーダーとしての活動に多く取り組んできた。しかし、安全に過ごすために、高学年として下級生の手本となるような行動を示そうと努力したり、学校での生活を工夫したりする姿はなかなか見られない。
　今回の題材では、自分自身の安全のための行動について振り返るとともに、４月には最高学年として１年生のお世話をすることも踏まえ、幼稚園児に安全に過ごすためにどのようなことを伝えたらよいかを考える。そして、他者の安全にも配慮する意識を高めたい。
３　主題に迫るための工夫

　・どのようなことを伝えたいかを考え、グループ分けをすることで、児童が意欲的に活動していけるようにする。
　・調べ学習では、インターネットや図書室を活用し、必要な情報を集めることができるようにする。
４　指導計画（６時間）

	時
	学習活動
	支援（○）　評価（■）

	１
	・園児が、安全に過ごすために必要なことについて考える。

	○具体的にイメージできるよう、学校内、地域など、
視点を与えて考えさせる。
■学校内や、地域で起こりうる危険について考えている。

	２


	・伝えたい内容で、グループに分かれる。
・伝える内容について調べる。
	○伝える内容を考えさせる。
■伝える内容について調べている。

	３

	・どのような方法で伝えるかを話し合う。
	○「分かりやすい伝え方」をテーマに考えさせる。
■園児の立場になって考えることができている。

	４
	・伝えたい内容や伝え方をまとめる。
	◯これまでに決まったことを整理できるようにする。
■伝える内容や方法を確認している。

	５
	・安全に生活するために必要なことを伝える練習をする。
	◯「分かりやすい伝え方」を意識させる。

■「分かりやすい伝え方」を意識して練習している。

	６
本時
	・幼稚園児に、安全に生活するために必要
なことを伝える。
	◯学習のめあてを意識させる。

■めあてを意識して学習・振り返りができている。


５　本時の展開　１，２組（６／６時）
（１）ねらい

幼稚園児との交流を通して、安全についての行動について理解を深めるとともに、他者の安全にも配慮しようとする意欲を高める。
（２）指導の実際

	学習活動（予想される児童の反応※）
	留意点（・）支援（○）評価（■）

	多目的室・ランチルームに分かれて学習

１　これまでの学習を振り返る。
２　本時の学習課題について知る。

　
３　安全な生活について幼稚園児に伝え、一緒に考える。　　　　　　　　　　

・２つの内容で４グループに分かれて行う。
・園児はグループに分かれ、５年生と一緒に学習する。

４　本時の振り返りをする。
５年生
【カードに記入する】
※園児に分かりやすく伝えることができた。
※自分も安全に過ごせるようにしていきたい。

※自分だけでなく下級生の安全も気を付けていきたい。

【園児の話を聞く】
園児　
【５年生に話す】
※安全な遊び方が分かってよかった。
５　全体で感想などを発表し、交流する。

	・園児がこれまでに５年生と一緒にしたことを思い出せるようにする。

○「安全に生活するために必要な事を伝える」というめあてを意識させる。

・多目的室、ランチルームでグループに分かれて準備しておく。

・時間がきたらペアになっている幼稚園児を次の場所へ案内し、発表の準備をする。
■安全に生活するために必要な事を伝えているか。（発言）

○めあてに対して自分がどのように行動できたかを振り返るように助言する。

・５年生の振り返りはカードに記入する形式と、園児の話を聞く形式で行う。
・園児の振り返りは５年生に話をするという形式で行う。

■めあてを意識して振り返りができている。
（カード・発言）


第５学年　学級活動（生活安全）　　　　　場所　ランチルーム，多目的室


安全に過ごすために必要なことを、幼稚園児に伝えよう


１組　指導者　仙川　美菜　　　２組　指導者　高木　哲　


大島幼稚園　そらの組（年長組）　　　指導者　今田　真実


　　








安全に生活するために必要なことを伝えよう。





・登下校の仕方


　（登校班、横断歩道の渡り方、荷物の持ち運び等）


・学校・下校後の遊び方


　（遊ぶ人数、遊び方、けがをしないために、けがをしたときの対処の仕方）








